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訂 IE

本誌67巻マ号に掲載された拙稿rcontinuous Selection-. 
と不動点定理J' 中，做 3》および注(10)に， Hilderibmnd. 

..〔2〕Appendix 'とあるのはP a r t ' Iの誤りであるみ、お 

わびしで訂正する，. .  丸 山 徹

61(めお)

! 織微懷缴其^ ^ ^ ^ 嫌辩统辟- * * ^ * 取 t織 嗽 巧 ？ 赠ょSすノ

ぼ ' :r.nrj;^r? >r:a でニ?：-，-?な  ̂'でねr ：r ,  'すi サyrt?iygg«»

学 位 授 与 報 告

実誰分析がなされている。

これらの人口学的変動は, ■tれカ她域め経済開発に 

おいて, 人口老年イ匕にもとづく社会保障間題におV、て, 
労働人口の老年イ匕にともなう生ま性- >の影響において, 
したが'って, 賃金体系の今後のあり方において，その 

他，近V、将来の国民経祷の<?：*の‘分酵にも強いインパク 

トをあたえる事項である。 ;;
もちろん/ i これでこの研免が完成したわけではな、。 

人f tの分野は本質的に関連諸科学との接触の場をもつ 

から，H!論の枠組みにおいても，取扱われる方法論0  
範0 にぉいて，も，今後に# 究さるべき課題はなお残#  
れている6 ，特に著者も搞摘じている戦前c6人口転換と

戦後の経験との異倉性につぃては，さらに掘りさげた 

比較研免力’ぜ、要である。しかし-著者が戦後，逸早く人 

ロ構造変化の将来につぃて老察を加え，かつ国連人口 

委員会でのf e躍を通じての広ぃ学識を基礎に，正確な 

資料にもとづく日本人ロの実分析を国朦比較をふく 

めて体系的f c まとめあげたこの成来が, B1本経漆の将. 
来を論ずるうえでレ経済学に貢献するところ大である 

ことを評価し，箸者力'、経済学Ilf-士の学位を授与される, 
'にふさわしいものと認めるものであるレ

‘ 論：3：C齋査担当者主靈安川正彬  

■ 副3 l i i寺尾.球磨

副 查 中 鉢 正 翁 ：
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